
ＣＥＳＡプログラム 

『里山の自然と暮らしを守る砂防工事』 

 

長命寺川支流補助通常砂防（総流防）工事 作業所 

 

日時  平成２５年 ７月２７日 ＡＭ９：００～１１：３０ 

 

近江八幡市島町のみなさん    ３１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“美しい自然との共存” 

高島鉱建 株式会社 
 



発注者：滋賀県  

現場名：平成２３年度 第１４１０－５号  

長命寺川支流補助通常砂防（総流防）工事  

施工場所：滋賀県近江八幡市島町 

工期：平成２４年 ２月２０日～平成２５年１２月２７日 

工事概要：透過型砂防堰堤    １基 

       （堤高 11ｍ、堤長 116.2ｍ） 

       鋼製スリット（J型）   １基 

 

 

 

 

主催：高島鉱建 株式会社 

共催：ＮＰＯ法人ＣＥＳＡ 

後援：滋賀県  

協力：島町自治会、ＮＧＯ環境計画市民会議 



今回の工事とＣＥＳＡプログラムの趣旨 

近年、季節を問わず、日本各地でゲリラ豪雨、局地的な大雨などが発生し、土砂

崩れ、地滑り、河川の氾濫など、多くの被害が発生しております。 

里山についても林業が衰退したことを受け、山の手入れが行き届かなくなり、本

来、山が持っている保水特性が失われ、多くの災害が発生している要因でもあり

ます。 

今回、弊社が施工いたしました砂防堰堤は、災害の要因で発生する土石流災害

での被害を低減すべく、近江八幡市島町（山口上流部）に施工いたしました。 

この地域でも、すぐそばに民家があり、その発生が危惧されておりましたが、砂防

堰堤ができることで、軽減されることは、まちがいがありません。 

どんなに丈夫な物でも、絶対に防げるということはありませんが、低減するという

ことはできます。 

このCESA環境プログラムを通じて、自然と向き合い、共存できる環境づくりを創

造し、地域の方々と一緒に勉強できることに感謝し、これからも、建設業として

活動していきたいです。



近江八幡市島町自治会館に集合し、CESA環境プログラムは、スタート!! 

今回の CESA 環境プログラムの開催に

際し、当現場の現場代理人でもありま

す高島鉱建㈱釆野作業所長より開会の

あいさつが行われました。 

少々緊張し、カチカチのスタートです。 

 

 

滋賀県東近江土木事務所、主任監督官 

前田主幹より自然災害の発生状況を説

明した上で、今回の工事の必要性につい

て、説明がありました。土石流の発生メカ

ニズムや、自然の猛威の恐ろしさ、砂防

堰堤の必要性など、事細かく教えていた

だきました。 

 

 

 

 

 



続いて、NPO 法人 CESA 環境マスター

の今村先生より、地球温暖化を防ぐ森の

役割について、説明がありました。 

地域の子供たちも多く参加していただき

ましたので、小学校で習った簡単な内容

で質問形式で説明を行いました。 

知っていることや、また全然知らない事もあり、子供たちも大人も目を丸くして聞

き入っておりました。 

 

『百聞は一見にしかずということで、現場へ移動!!』 

自治会館より現場まで少々距離がありま

したので、車に乗り分け、出発!! 

その前に、大変暑い日なので、水分補給も

忘れずに実施しております。 

 

『裏山に見えているところに行けるんやな～』と興味津々。『どんだけ高いんやろ

う～』、『建設機械の乗車体験もあるんやろ～』など、人によって気になる部分は、

少々違うみたいです。 

 

 



現場に到着。弊社釆野より、現場での注

意事項の説明後、今回施工したしまし

た砂防堰堤の概要の説明を行いました。

堰堤の高さや幅、なぜ、こんなに隙間が

空いているのなど、様々な質問が飛び

交い、タジタジになる場面も。 

しかし、施工してきた自負もあり、質問について１つ１つしっかり回答しておりまし

た。 

今回の堰堤は、土石流を止める目的で

もありますが、この谷には、巨木が乱立

しており、土石流も重要ですが、土石流

と一緒に流れ出すこの巨木を止めるこ

とを目的としているため、コンクリート堰

堤の中央が隙間の空いた鋼製スリットが

設置されております。 

こういうことは、説明を受けないとわか

らない事であるので、説明を聞いて一安

心。 

 

 



続いては、現場周辺に生息する生態系

について少し勉強いたしました。草木

の歴史や、植物の見分け方など、改め

て知ることが多く、ご年配の方も納得

されておられました。 

 

猛毒の植物や、漆の見分け方、草木の

名前の由来など、普段身近に触れ合っ

ているものでも知らないことが多いこと

に気づかされました。 

 

 

続いて、建設機械の乗車体験！！ 

間近で建設機械（バックホウ）を見て、そ

の大きさにびっくり。 

女の子なので、『こわい～』、『動いたら

どうしよう？？』など心配してましたが、

１人が乗り出すと、つられて興味本位で

乗っておられました。 

 



子供だけではなく、大人も興味津々!! 

少し子供心に戻ったようでした。 

見晴らしもいいのですが、逆に見えない

所も多いことも体感してもらいました。 

 

ミキサー車の運転席にも実際に乗車し、

ミキサー車の死角（ミラー等でも見えな

い部分）を体感してもらいました。 

この試みは、毎回実施しているのですが、

普段の生活でミキサー車は、町を行き

交ってます。 

この死角があることがわかっていることは、交通安全にもつながりますし、子供自

身が交通事故に遭わないためにも、いい体験になっていると思います。 

ミキサー車のミキサーをデモンストレーションで実際に動かしてみました。 

回るスピードの調整ができたりして、子供たちは、大喜び!! 

 

 

 

 

 



 『全員で集合して』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催者を代表いたしまして、高島鉱建㈱桑原社長より、ご挨拶。 

まず初めに、現場施工にあたり、多大なご協力とご理解をいただいたことについて、お

礼を述べさせていただき、無事にほぼ完成することができました。 

今般の異常気象の中で、ゲリラ豪雨や局地的な大雨がいつ発生するかわかりません。 

しかし、自然の猛威に対抗するには、準備することしかできません。自然は、時として

前触れもなく、多くの人命や財産も奪っていきます。人間の力は、微々たるものです。 

いつ起こるかわからない災時に備え、少しでもお役に役に立てたら、幸いです。 

今しばらくご迷惑をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 



『現場見学会終了。自治会館に戻り、エコバックつくりに挑戦』 

せっかくの機会なので、長浜市を中心にイラストレーターとして活躍されている早瀬愛

紗さんにご教授をいただき、エコバックつくりに挑戦しました。 

 

縫製からというと時間がかかりますので、そこは省略し、

布製のエコバックに絵を書いたり、模様を書いたりしま

した。特殊なクレヨンで絵を書き、アイロンでクレヨンの

油分を飛ばせば出来上がり。 

 

と、いいつついざ書きだすと止まらない。花を描く人、

キャラクターを描く人、人それぞれ思い思いのエコバッ

クができました。 

 

 

今日の記念に自分の手形をエコバックに。 

よくできたと、ご満悦!! 

 

 

 

いろんなエコバックができました。とても、貴重な体験ができました。 


